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1.タイトル：チクタクパックマン
ファイル名:tick-tack.exe
URL
http://bgah.jp/study/seminar/2010/0823_ill_con/tick-tack.exe
■説明回転するパックマン（カニッツァ型主観的正方形を形成する図形）を、格子状の背景に配置させると、一瞬止まって見えます。
Demo1
格子状の背景にパックマンを配置し回転させます。
格子とパックマンの口の部分が重なった瞬間、一時停止したように見えます。
Demo2
格子状の背景は格子である必要はなく、パックマンと同サイズの十字でも止まって見えます。
Demo3
パックマンの背景に十字がない場合は、錯視が起こりません。
Demo4
パックマンの背景十字は長さが重要で、パックマンよりも短い場合は、錯視が起こりません。
Option
以下の項目を変更させることができます。
1.パックマンの回転速度、回転パターン、色、形、大きさ
2.格子状の背景の長さ、太さ、本数、色
3.背景の色
一時停止の発生条件は、格子状の背景が細くパックマンより長いことやパックマンと格子が同じ色かまたは明度が異なることが必要であると思われます。
2.タイトル：動くホワイト錯視
ファイル名：white.exe
URL
http://bgah.jp/study/seminar/2010/0823_ill_con/ic_wi.exe
■説明
白黒ストライプの背景上で、グレーの矩形をずらして配置しスライドさせると、矩形の明るさが異なりように感じられ、きらきら輝いて見えます。
グレーの矩形をホワイトやブラックに変えると背景と同化し矩形が大きく見えたり、つながって見えたりします。
